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                農林水産省九州農政局 消費・安全部 消費生活課 

▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲▽▲ 

「しまかぜ－食育アイランド通信－」は九州地域で様々な食育に取り組む方々の情報発信と

ネットワークづくりを支援するためのメールマガジンです。 

【1】九州農政局からのお知らせ 

 〇「第 5 回食育活動表彰」受賞者の決定について 

〇「全国食育推進ネットワーク（みんなの食育）」の会員を募集しています（再掲） 

〇新型コロナウイルス感染症対策情報について 

 〇九州農政局「消費者の部屋」特別展示について 

【2】食育イベントのご案内 

【3】食育一口メモ  

【4】編集部からのお知らせ 

〇「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

〇教育ファームのご紹介 

〇子供食堂に関する情報提供のお願い 

********************************************************************************** 

【１】 九州農政局からのお知らせ 

〇 「第 5 回食育活動表彰」受賞者の決定について 

     農林水産省は、「第 5 回食育活動表彰」の農林水産大臣賞及び消費・安全局長賞の受賞者

を決定しましたのでお知らせします。 

なお、表彰式は 6 月 26 日（土曜日）に「第 16 回食育推進全国大会 in いわて」（岩手県

産業文化センター  アピオ）において開催します。 

※詳しくは、以下の URL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

  https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/hyousyo/5th/result.html 

〇 「全国食育推進ネットワーク（みんなの食育）」の会員を募集しています（再掲） 

農林水産省では、食育活動を推進するため、関係者が参画し、それぞれの活動を活かしな

がら連携・協働する「全国食育推進ネットワーク（みんなの食育）」を立ち上げました。 

食育活動に取り組んでいる方又は食育に関心のある方どなたでも参加できます。会員相互 

の情報交換やそれぞれの活動内容の情報発信等を積極的に行っていきますので是非ご参加

ください。 

※加入希望の方は以下の URL からお申し込みください。 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/network/index.html 

〇 新型コロナウイルス感染症対策情報について 

     新型コロナウイルス感染症に関する対策やお願いについて、農林水産省ホームページへ 

まとめています。 

※詳しくは、以下の URL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html 

https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/hyousyo/5th/result.html
https://www.maff.go.jp/j/syokuiku/network/index.html
https://www.maff.go.jp/j/saigai/n_coronavirus/index.html
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〇 九州農政局「消費者の部屋」特別展示について 

九州農政局「消費者の部屋」では、食料・農業・農村に関する各種施策情報の提供や普 

及啓発を行っています。5 月は、以下のテーマの特別展示を行います。 

【展示期間】 

〇4 月 19 日～5 月 7 日「植物防疫について（日本の植物検疫制度）」 

日本の植物検疫制度（植物防疫所の仕事）を説明し、植物防疫の重要性を紹介します。 

〇5 月 10 日～5 月 21 日「見て、さわって、九州のお茶」 

九州各産地のお茶を展示し、各種製造法の違う茶葉を分かりやすいように紹介します。 

〇5 月 24 日～6 月 4 日「毎年 6 月 1 日は「牛乳の日」、6 月は「牛乳月間」です。」 

牛乳・乳製品の消費拡大に向け、牛乳・乳製品の機能性や牛乳・乳製品を材料とするレ

シピなどを紹介します。 

【展示場所】 

  熊本地方合同庁舎 A 棟 1 階 消費者の部屋 

   フードパル熊本「熊本市食品交流会館」（熊本市北区貢町 581-2） 

※詳しくは、以下の URL から九州農政局ホームページ「消費者の部屋」をご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syou

hisya.html 

********************************************************************************** 

【２】 食育イベントのご案内（5 月以降の特徴的な取組から） 

※新型コロナウイルスの影響で、中止または延期、施設休館などの場合がありますので 

ご注意ください。 

◇福岡市博多区で「親子の料理教室」を開催（5 月 23 日） 

◇佐賀県嬉野市で「うれしの茶の魅力発信」（常時） 

◇長崎市で「長崎市水産農林政策課共催～毎月 19 日は食卓の日～ 春の旬「長崎の魚」を

使った和風料理教室」を開催（5 月 19 日） 

◇熊本県菊池市で「ひのくにスマイル食堂がこども食堂」を開催（5 月 9 日）（6 月 13 日） 

◇大分県佐伯市で「食育ワークショップ 和食の基本！だし汁を作ってアレンジしてみよ

う」を開催（5 月 17 日） 

◇宮崎県都城市で「地元産食材で～ズッキーニとハムドリア教室」を開催（5 月 15 日） 

◇鹿児島県霧島市で「2021 年度霧島里山自然学校」参加者募集（5 月 15 日～11 月 21

日） 

※詳しくはこちらからご覧になれます。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/event/event.html 

********************************************************************************** 

【3】食育一口メモ 

〇 お箸のはなし 

もともと神器だったといわれている箸 

箸が日本で使われ始めたのは、推定で弥生時代～飛鳥時代（3～7 世紀頃）とされていま

す。日本箸文化協会代表の小倉朋子さんは、初期の箸は人間が食事をするための道具ではな

く、"神器"だった可能性が高いと。 

「最初は 2 本の棒状ではなく、ピンセットのような"竹折箸"だったようです。神様のお供

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syouhisya.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/syokunoanzenansin/syouhisya/syouhisya.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/island/event/event.html
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え物を手で触れて汚さないように、箸が使われていたのかもしれません」 

7 世紀に入ると、中国に渡った遣隋使が、箸を使った食事でもてなしを受けます。そこで、

隋からの使節が日本に来た際は、相手国に倣って箸を使って食事をしたことを機に、箸が広

まったと考えられています。やがて、箸は徐々に庶民の間にも浸透し、日本で独自の進化を

遂げてきました。 

「中国のほか、韓国や東南アジア各国など、箸を使う国はたくさんありますが、いずれも"

匙"などを併用します。日本の場合は箸だけを使って食事をするため、箸先が細いのが特徴で

す。箸に精神性を込め、多用する文化が発達したため、様々な種類があるのです」 

さらに、自分専用の箸を持つことも、ほかの国にはない文化のひとつ。意外と知らない箸

の種類についても、見直してみませんか。[aff（あふ)2016 年 5 月号] 

※詳しくは、以下の URL から農林水産省ホームページをご覧ください。 

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1605/spe2_01.html 

********************************************************************************* 

【4】編集部からのお知らせ 

〇 「九州の食育のひろば」に関する情報提供のお願い 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、九州各地で開催される食育イベ 

ント、親子料理講座、伝統料理講座、農林漁業体験講座、見学可能な食品工場、市場等につ

いてご紹介させていただきます。是非、情報をお寄せいただき、食育の普及啓発にご協力く

ださい。また、皆さまが開催されたイベント、講座の様子、参加された方の感想等について

もご紹介させていただきますので、あわせて情報のご提供をお願いいたします。 

※「九州の食育のひろば」に関する詳しい情報は、以下の URL から九州農政局のホームペ

ージをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/hiroba.html 

〇 教育ファームのご紹介 

    教育ファームとは、一時的なイベントではなく、農林漁業者の指導を受けながら、大人も

子どもも一連の農作業などを体験することで、「食生活が自然の恩恵の上に成り立っている

ことや食に関する人々の様々な活動に支えられていること等に関する理解を深める」など

の効果が発揮される農林漁業体験活動です。 

九州農政局ホームページ「九州の食育のひろば」では、農林漁業体験のできる施設をご

紹介していますので、以下の URL から九州農政局のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/kyoikufarm/kyoikufarm.html 

〇 子供食堂に関する情報提供のお願い 

子供食堂と連携した地域における食育の推進を図るため、子供食堂に関する情報の発信を

行っています。皆様の身近なところで、子供食堂の取組を行っている団体等があればご紹介

をお願いいたします。 

※詳しくは、以下の URL から農林水産省のホームページをご覧ください。 

http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html 

********************************************************************************** 

【編集後記】 

担当が、端午の節句の食べ物として思い出すのは、「あくまき」があります。灰汁（あく）

水で煮込んで作り、きなこや白砂糖又は、砂糖醤油をかけて食べる「あくまき」は、主に端

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/1605/spe2_01.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/hiroba.html
http://www.maff.go.jp/kyusyu/syohianzen/hiroba/kyoikufarm/kyoikufarm.html
http://www.maff.go.jp/j/syokuiku/kodomosyokudo.html
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午の節句で食べられる南九州独特の餅菓子で、“ちまき”と呼ぶこともあります。 

最近では、「あくまき」のえぐみが敬遠され、柏餅や笹や茅（ちがや）などの葉で巻かれた

“ちまき”に取って代わられているように思われます。郷土食としての「あくまき」を端午

の節句で食べるという風習は残していきたいものです。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

九州農政局「九州の食育のひろば」の窓口・問い合わせ先 

窓口・問合せ先：九州農政局消費・安全部消費生活課 

住所：熊本市西区春日 2 丁目 10 番 1 号（熊本地方合同庁舎 A 棟） 

電話：096-300-6353 ファクス：096-211-9700 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

※情報の提供、配信先の変更・配信停止などは、次の E-mail アドレス宛お知らせください。

E-mail  s-island-kyushu@maff.go.jp  
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